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高
知
県
の
佐
川
町
は
、
高
知
か
ら
西
へ
三
十
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
、
土
讃
線
と
松
山

へ
行
く
国
道
の
分
岐
す
る
要
衝
の
町
で
あ
る
。
駅
か
ら
徒
歩
十
分
、
造
り
酒
屋
の
工

場
と
倉
庫
の
間
の
、
あ
ま
酸
っ
ぱ
い
匂
い
の
た
だ
よ
う
道
を
ぬ
け
て
、
左
に
曲
っ
た

小
公
園
の
奥
、
佐
川
町
奥
ノ
土
居
と
い
う
所
に
、
高
知
県
立
郷
土
文
化
会
館
分
館
青

山
文
庫
が
あ
る
。
維
新
の
際
活
躍
し
、
後
に
宮
内
大
臣
に
な
っ
た
伯
爵
田
中
光
顕
の

収
蔵
品
を
蔵
し
、
遺
墨
、
文
書
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
山
寺
旧
蔵
の
明

恵
上
人
自
筆
文
書
、
五
山
版
『
仏
制
比
丘
六
物
図
』
、
狩
谷
液
斎
手
沢
の
『
天
禄
琳

珈
書
目
』
を
始
め
と
す
る
旧
蔵
書
も
こ
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

か
っ
て
長
沢
規
矩
也
氏
が
漢
籍
の
調
査
に
赴
い
て
、
目
録
を
作
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
解
説
に
、
蔵
書
印
譜
の
所
蔵
さ
れ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
是
非
見
た
い

も
の
と
念
願
し
つ
つ
、
訪
書
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
は
、
昭
和
六
十
年
の
春
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
来
意
を
告
げ
る
と
、
書
庫
に
案
内
さ
れ
た
が
、
二
万
三
千
冊
に
及
ぶ

と
い
う
旧
蔵
書
の
内
か
ら
、
書
型
も
体
裁
も
分
ら
な
い
一
冊
を
探
し
出
す
の
は
、
容

易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
同
行
者
と
二
人
手
分
け
を
し
て
探
し
た
が
、
な
か
な
か

（
影
印
改
編
）
古
今
蔵
書
家
印
記

見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
戦
苦
闘
の
末
、
諦
め
よ
う
と
し
た
時
、
半
紙
本

二
十
丁
の
禰
酒
な
和
綴
本
が
手
に
触
れ
た
の
は
、
奇
跡
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
入
口
か
ら
三
列
目
の
書
架
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
が
、
そ
こ
は
す
で
に

二
回
も
調
べ
た
は
ず
の
所
で
あ
っ
た
。

今
回
こ
こ
に
許
し
を
得
て
影
印
す
る
『
古
今
蔵
書
家
印
記
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
半

紙
本
の
大
き
さ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
Ｂ
五
判
の
内
に
、
そ
の
ま
ま
で
は
収
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
本
誌
五
号
お
よ
び
六
号
に
載
せ
た
『
博
愛
堂
集
古
印

譜
』
に
な
ら
っ
て
改
編
す
る
。
そ
の
要
領
は
、
凡
例
に
記
す
ご
と
く
で
あ
る
。

蔵
書
印
の
集
成
に
は
、
お
お
む
ね
二
種
類
の
や
り
か
た
が
あ
る
。
一
は
印
記
を
切

抜
く
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
原
寸
、
原
色
の
印
影
を
収
め
う
る
も
の
の
、

文
字
に
か
か
っ
た
り
、
損
傷
を
蒙
っ
て
い
た
り
し
て
、
必
ず
し
も
完
壁
な
形
を
示
さ

な
い
、
と
い
う
欠
点
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
も
う
一
つ
の
や
り
か
た
は
、
薄
い
紙
を

印
影
に
当
て
が
っ
て
上
か
ら
模
写
す
る
方
法
で
、
綺
麗
に
は
仕
上
が
る
も
の
の
、
正

確
さ
に
お
い
て
完
全
で
は
な
い
。
青
山
文
庫
の
『
古
今
蔵
書
家
印
記
』
も
後
者
す
な

渡
辺
守

邦
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わ
ち
墨
に
よ
る
透
き
写
し
で
あ
っ
て
、
寸
法
、
印
色
に
難
を
残
す
う
ら
み
は
あ
る
。

い
ま
、
比
較
の
た
め
に
模
写
の
対
象
と
な
っ
た
印
影
の
一
例
を
示
し
て
み
る
。
諸
葛

琴
台
の
印
譜
集
『
酒
月
楼
印
譜
』
（
静
嘉
堂
文
庫
一
○
七
／
四
三
色
）
及
び
堀
直

格
編
『
諸
家
蔵
書
印
一
覧
』
（
国
会
図
書
館
は
／
三
四
）
所
収
の
実
鈴
印
で
あ
る
。

本
書
の
通
し
番
号
〔
沼
〕
〔
妬
〕
等
と
対
照
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

し
か
し
、
本
書
の
価
値
は
そ
の
内
容
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

他
書
に
載
せ
な
い
珍
し
い
印
影
と
記
事
に
富
ん
で
い
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
〔
２
〕
の
浅
草
文
庫
の
蔵
書
印
が
そ
れ
。
世
に
「
浅
草
文
庫
」

ｆ
色
々
●
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
１
価
３
０
Ｆ
β
Ｂ
ｐ
Ｆ
ｐ
ｐ
ら
ｂ
Ｂ
巳
●
寸
寸
。
弓
凸
の
ヰ
ｑ
Ｑ
４
１
■
・
Ｊ
４
０
ｑ
５
１
ｆ
ｆ
５
ｐ
Ｂ
、
Ｄ
ｆ
ｑ
ｏ
Ｂ
ｏ
寺
。
ａ
巳
卑
。
Ｆ
も
■
，
昌
Ｕ
Ｇ
ｑ
ｆ
３
Ｆ
ｒ
ｇ
５
Ｅ
タ
グ
。
ｐ
も
心
ｐ
・
Ｐ
①
■
い
り
■
■
ｂ
ｑ
４
４
ｑ
ｄ
ｆ
９
Ｉ
Ｆ
１
，
Ｂ
１
ｑ
６
０
Ｄ
・
曲
Ｄ
■
Ｂ
ｂ
Ｕ
６
・
ｑ
Ｑ
９
ｑ
９
ｅ
ｑ

印
は
五
種
あ
る
、
と
い
う
。
時
代
順
に
い
え
ば
、
板
坂
卜
斎
、
堀
田
正
盛
、
木
村
梅

年
、
官
立
浅
草
文
庫
、
大
槻
如
電
の
五
つ
（
小
野
則
秋
氏
『
日
本
蔵
書
印
考
』
一
五

四
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
堀
田
正
盛
、
木
村
梅
年
の
用
印
は
、
い
ま
ま
で

管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
本
書
に
よ
っ
て
、
木
村
梅
年
の
印
を
、
小
異
は
あ
る
も

の
の
い
わ
ゆ
る
官
立
浅
草
文
庫
の
印
に
酷
似
し
、
誤
伝
か
と
の
懸
念
を
感
じ
つ
つ
も
、

は
じ
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ほ
か
に
も
初
見
の
印
影
は
少
な
く
な
い
。
さ

ら
に
、
解
説
記
事
に
つ
い
て
も
、
江
戸
時
代
後
期
の
有
名
無
名
の
愛
書
家
の
消
息
を

伝
え
る
点
を
貴
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
鶴
岡
八
幡
宮
に
立
原
翠
軒
が
納
め
た
と

諸葛琴台印二種
(静嘉堂『酒月楼印譜』）

日
下
郁
夫
ｊ
坪

』

】

今
４
９
１
４
９
１
１
心
９
１
９
●
わ
↓
ト
も

８
６
ｔ
；

日下部文庫印
(国会『諸家蔵書印一覧｣）
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罹
睡
睦
風
峨
嘩
阿
牌
儲
鰐
岬
吟
峻
繧
鋤
卸
壱
”
唾
一
画
渦
瀕
ｃ

終
り
に
、
青
山
文
庫
お
よ
び
関
係
者
各
位
に
、
本
書
閲
覧
に
際
し
て
賜
わ
っ
た
格

別
の
御
好
意
と
、
影
印
を
許
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
に
、
心
か
ら
お
礼
申
上
げ
る
次

第
で
あ
る
。

い
う
の
は
、
蔵
書
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
〔
８
〕
（

ろ
う
か
、
確
か
め
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
の

「
宝
ロ
今
蔵
書
印
記
』
初
丁
オ
」

磯泉
蝋必齢

諭
呼
巧
嘩
掻
脹
鈴
瓢
ゆ
く
璽
裡
雛
型
璃
青
▽
入
霧
一
・
．
皇
年
？

！

御
篭
登
聞
１
子

曾
甥
幽
卦
卸
・
二
柚
愈
背
咋
朴
也
急
？
例
令
し
。
４
や
筒
杯
卜
恥

章
ん
卜
釦
凡
，
ウ
ー
１
ｊ
箔
と
〃
ｆ
”
自
学
農
ふ
ゅ
．
ａ
郷
‐
γ
局
，

《

０
▽
ｆ
◇
４
６
◆
‐
９
６
▼
０
台
■
。
●
も
■
、
１
６
も

印
穎
自
体
の
こ
と
な
の
で
あ

↓

０
ワ
ー
ー
ｌ
り

▲
。
Ⅱ
り
り
０
５
■
。
■
Ⅱ
Ⅱ
９

０
‐
ｆ
Ｉ
ｊ
ｑ
９
０
ｄ
８
８
■
Ｉ
■
■
■
ｄ
ｄ
Ｇ
０
０
ｇ
ｇ
■
Ｕ
■
■
日
■
Ｕ
マ
■
■
■
■
■
■
ｒ
ｂ
０
ｆ
１
●
６
１
■
■
■
Ｉ

聞
乳
壬
回

－－

一 一

、 、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

『
古
今
蔵
書
家
印
記
』
の
影
印
で
あ
る
。

本
書
は
田
中
光
顕
（
青
山
は
そ
の
号
）
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
「
昭
和
第
五
年
寄

蔵
干
／
青
山
文
庫
田
中
光
顕
」
「
大
正
拾
五
年
寄
蔵
干
／
青
山
文
庫
田
中
光
顕
」

の
二
種
の
押
捺
が
あ
る
（
整
理
番
号
○
九
三
／
二
七
／
Ｓ
）
。

原
本
は
半
紙
本
一
冊
、
二
四
・
四
×
一
六
・
六
セ
ン
チ
、
萌
葱
色
絹
地
表
紙
、

全
二
○
丁
《
扉
一
、
墨
付
一
四
、
後
遊
紙
五
丁
）
で
あ
る
。

雁
皮
紙
に
透
写
し
た
印
影
を
各
半
丁
に
四
印
程
度
載
せ
、
下
部
余
白
に
、
使
用

（
所
蔵
）
者
に
関
す
る
こ
と
を
主
に
し
た
考
証
を
毛
筆
で
記
す
。
そ
の
う
ち
、

印
影
は
原
寸
で
掲
出
し
た
（
表
紙
は
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
縮
写
）
が
、
記
事
は
、

底
本
の
片
か
な
表
記
を
平
が
な
に
改
め
、
句
読
点
を
補
い
、
活
字
に
直
し
て
組

ん
だ
。

配
列
の
順
序
は
、
ほ
ぼ
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、
変
更

し
た
箇
所
も
あ
る
。
前
項
と
も
ど
も
、
「
改
編
」
を
冠
す
る
所
以
で
あ
る
。

考
証
の
記
事
中
、
「
新
編
人
名
辞
書
」
（
「
新
編
」
と
も
）
云
々
は
、
墨
色
を
異

に
す
る
。
た
だ
し
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
時
間
を
隔
て
て
の

書
込
み
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
新
編
人
名
辞
書
」
と
は
田
口
卯
吉
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
（
初
版
、
明
治
一

九
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
版
を
重
ね
て
講
談
社
学
術
文
庫
所
収
の
版
に
ま
で
至

る
が
、
本
考
証
中
の
ペ
ー
ジ
数
表
示
は
同
文
庫
の
ペ
ー
ジ
・
ノ
ン
ブ
ル
と
も
一

致
す
る
。

凡
例
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守

ｌ
０
０
ｄ
ｑ
Ｑ
Ｑ
４
Ｏ
ｅ
ａ
Ｊ
Ｔ
０
ｐ
Ｉ
４
■
■
■
■
■
■
写
■
■
■
■
■
４
■
Ｏ
６
ｚ
９
０
９
ｅ
Ｐ
ｆ
マ
ー
９
‐

一
、
〔
訂
〕
の
印
は
、
南
禅
寺
の
可
公
習
不
然
で
は
な
く
、
画
僧
の
可
翁
仁
賀
と
思
わ

れ
る
が
、
底
本
の
記
事
を
尊
重
し
、
こ
の
種
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
な
い
。

一
、
新
た
に
印
文
と
使
用
（
所
蔵
）
者
名
を
記
し
て
印
影
に
添
え
た
。
各
項
右
肩
の
、

通
し
番
号
以
下
の
行
が
そ
れ
。
印
文
は
通
行
の
字
体
に
よ
っ
て
表
記
し
た
。

一
、
難
解
な
印
文
を
水
田
紀
久
氏
に
解
読
し
て
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
上
げ
る
と

と
も
に
、
示
教
を
仰
が
な
か
っ
た
印
記
に
誤
読
の
あ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
こ

と
も
に
、
示
教
を
仰
が
な
か
っ
た
印
記
に
誤
読
（

こ
に
文
責
の
編
者
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
い
。

空
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滅

白

や

《

一

鯵

－

篭

冷

昌

、

今

鯉

．

恥

駕

◇

“

暇
辱
試
す
で
・
」
：
Ｆ
隙
肚
牌
ト
ド
朧
喰

〃

却
陵
〃

野
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蝋
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1

浅
艸
文
庫
（
板
坂
卜
斎
）

ｂ
■
日
５
０
ト
ー
１
Ｆ
吟
ト

｜
’
－

板
坂
卜
斎
蔵
書
に
押
す
所
。
卜
斎
は
元
と
甲
斐
武
田
家
の
臣
な
り
。

武
田
没
落
の
後
、
徳
川
氏
に
仕
へ
、
家
康
公
の
侍
医
と
な
る
。
『
板

坂
覚
書
』
井
「
珍
方
』
等
の
著
述
あ
り
。
延
宝
年
間
の
『
江
戸
鑑
』

に
、
紅
葉
山
御
霊
屋
御
供
所
相
勤
宗
悦
と
あ
り
。
其
后
罪
に
坐
し
、

遠
嶋
に
処
せ
ら
る
る
事
と
見
ゑ
た
り
。
後
赦
に
遡
ひ
、
江
戸
に
帰
住

す
。
浅
草
観
音
の
北
の
裏
、
浅
間
の
宮
に
向
て
右
角
に
住
す
と
云
・

延
宝
天
和
頃
の
江
戸
図
に
卜
斎
屋
敬
の
地
割
あ
り
。
子
孫
も
板
坂
卜

斎
と
称
し
、
千
束
郷
田
中
に
居
住
せ
し
由
也
。
か
つ
湯
散
と
云
ふ
名

方
あ
り
。
元
禄
板
『
江
戸
鹿
子
』
売
薬
の
部
に
見
ゑ
た
り
。
二
代
卜

斎
の
伝
、
「
新
編
人
名
辞
書
」
二
一
四
頁
に
在
り
。

一

『

、

ｒ

‐

・

艸

｢甥

３
東
井
文
庫
（
曲
直
瀬
玄
朔
）

延
寿
院
法
印
、

東
井
玄
朔
。
洛
陽
の
人
。

同

詮

－

１

弓

一

ン

だ
一

ご

』

』

戸

甸

画

奇

三

２
浅
草
文
庫
（
木
村
梅
年
）

木
村
十
助
の
蔵
書
印
な
り
。
板
坂
と
混
ず
可
か
ら
ず
。
文
政
六
年
の

頃
、
五
十
余
の
年
齢
に
て
、
浅
草
阿
部
川
町
に
住
す
。
小
人
目
付
を

勤
む
。
諸
家
の
系
図
に
通
暁
し
た
る
人
に
て
、
『
足
利
武
鑑
』
を
校

正
せ
り
。
『
続
藩
翰
譜
』
を
も
著
す
。
号
は
間
鋪
斎
と
云
ふ
。
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6

備
州
玉
浦
虎
五
郎
文
庫
（
虎
五
郎
）

滴イ

、

蒲

虎
五
郎
は
西
国
備
州
玉
浦
の
豪
商
と
云
ふ
。
寛
政
の
初
年
、
大
坂
及

江
戸
に
来
り
、
唐
本
類
数
種
を
売
る
と
云
・

４
白
雲
書
庫
（
野
間
三
竹
）

ママ

官
医
野
間
三
竹
蔵
書
印
。
林
道
春
の
門
人
に
し
て
、
春
斎
杯
と
は
友

人
と
見
ゑ
た
り
。
著
述
の
書
目
『
弁
等
書
目
録
』
に
あ
り
。
野
間
三

竹
伝
、
「
新
編
人
名
辞
書
」
二
○
五
三
に
在
り
。

舐
園

一

７
士
氏
安
卿

土
屋
守
槽
の
蔵
本
に
押
す
所
。

御出
飛匿

５
南
畝
文
庫
南
畝
（
大
田
南
畝
）

召

（
マ
マ
）

太
田
直
次
郎
、
名
は
箪
、
字
は
子
紹
。
蜀
山
人
又
は
南
畝
、
杏
花
園
、

遠
桜
、
石
楠
斎
等
の
諸
号
あ
り
。
駿
河
台
太
田
姫
稲
荷
の
向
に
住
す
。

博
識
に
し
て
尤
も
狂
歌
に
妙
な
り
。
蜀
山
人
の
伝
、
「
新
編
人
名
辞

書
」
五
八
九
に
在
り
。
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岨
帯
江
文
庫

小
石
川
御
門
内
、
戸
川
之
印
。
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一
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一

一

８
鶴
岡
文
庫
（
鶴
岡
八
幡
宮
）

相
州
鶴
岡
八
幡
宮
文
庫
の
印
。
中
古
水
戸
儒
臣
立
原
甚
太
郎
の
納
む

る
所
と
云
ふ
。

L

Ⅱ
藺
陵
蔵
書
（
田
中
藺
陵
）

田
中
良
暢
、
字
子
野
、
号
間
陵
、
通
称
武
助
．
東
都
の
人
。
荻
生
似

侠
門
人
。

高
松
侯
蔵
書
印
。
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■
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悪
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披
雲
閣
蔵
書
（
高
松
藩
校
）
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Ｍ
胄
李
館
珍
蔵

１
１
１

I

松
下
主
水
の
蔵
印
。
元
鳥
越
に
住
す
。
沢
田
東
江
に
書
を
学
ぶ
。
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濱
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日
日
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■
■
吾
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■
日
日
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■
Ｐ
陣
厚
■
白
．
■
戸
園
■
■
■
可
句

ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■

阻
岸
本
家
蔵
書
（
岸
本
由
豆
流
）

岸
本
讃
岐
。
名
由
豆
流
、
字
大
隅
、
又
号
椛
園
、
又
号
尚
古
、
考
証

園
。
国
学
者
な
り
。
江
戸
銀
街
一
丁
目
に
住
す
。
「
新
編
人
名
辞
書
」

八
二
一
に
在
り
。

旧
吉
氏
家
蔵
称
意
館
蔵
書
記
（
吉
田
意
庵
）

陰
え
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胡
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必
瑠
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鐸
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言

』

●

－

称
意
館
吉
田
意
庵
法
眼
蔵
書
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。
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■
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ｄ
ｒ震
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一雫竺

旧
久
昌
院
蔵
書
那
須
恒
徳
（
那
須
玄
竹
）

二
秤
災
似
辨
孝

文陰

官
医
那
須
玄
竹
、

四
六
に
在
り
。
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ふ
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彙
一
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字
恒
徳
、
号
久
昌
院
。
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「
新
編
人
名
辞
書
」

一

九
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肥
必
端
堂
図
書
記
（
小
島
梅
外
）

小
島
酉
之
助
、
名
箇
、
字
克
従
、
号
梅
外
。
詩
人
。
江
戸
御
蔵
前
に

住
す
。
此
の
人
小
島
屋
を
出
て
、
下
谷
広
小
路
く
す
木
と
云
ふ
菓
子

屋
に
な
る
。
今
は
俳
人
な
り
。
詩
文
集
の
唐
本
及
法
帖
を
多
く
蔵
す
。

岨
読
耕
斎
之
家
蔵
（
林
読
耕
斎
）

I

林
春
徳
蔵
書
印
。
春
徳
は
弘
文
学
士
法
眼
春
斎
の
舎
弟
な
り
。
「
新

編
人
名
辞
書
」
二
一
三
六
に
あ
り
。

蝿
蕊
恐
ａ
（

飼舗
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信
州
岩
村
田
人
渡
辺
民
次
郎
、
名
碧
、
字
海
庵
、
号
屏
山
。
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ｌ
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彦
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唾
鍾
弓
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金
吹
町
鍵
屋
半
兵
衛
之
印
。
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醒
斎
図
書

雪
】
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躯
八
雲
軒
脇
坂
氏
淡
路
守
藤
亨
安
元
（
脇
坂
安
元
）

陰
鬼
、
》
、
寒
畢
蜜
琴
一
画
雪
一
》
。
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陰
式
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考
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－

経
心
一

一

勉

以
上
四
印
、
播
州
龍
野
脇
坂
淡
路
守
蔵
書
印
。
脇
坂
安
元
の
伝
、
「
新
編
」
二
八
七
八
に
在
り
。

魚

別
静
寄
軒
図
書
印
（
尾
藤
二
洲
）

尾
藤
良
助
、
静
寄
斎
図
書
印
○

ｍ
ソ
。

■① 0●●●一－ー

「
新
編
人
名
辞
書
」

二
一
七
七
に
あ

ー

L
ー

ｰ

用 瀞
､

Ⅷ二

別
増
島
氏
図
書
記
（
増
島
藺
園
）

｜

卜

《

に詞
． ． ． ． ：■唾

聖
堂
附
御
儒
者
増
島
金
之
丞
。
「
新
編
」
二
四
三
六
に
在
り
。

”
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妬
遂
我
堂

井
上
儀
助
蔵
書
所
押
印
。
亀
田
鵬
斎
門
人
。

路
好
間
堂
（
山
崎
美
成
）

長
崎
屋
新
兵
衛
蔵
書
印
。

邪
正
貞
見
宜
与
住
草
屋
（
古
林
見
宜
堂
）

｜

'も

『

。

》

↑

・

げ

。

ｆ

古
林
正
員
。

可

輿
、
低
湾
丁
屋
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、

や

託
企‐ ロ1ﾏ壁腎二. . ..丑

おL‘

ザ ■ q一

別
孝
経
楼
（
山
本

北
山
…

秋
田
藩
儒
者
山
本
喜
六
、
名
信
有
、
字
天
禰
、
号
北
山
人
、
又
号
孝

経
楼
主
人
、
学
半
堂
、
竹
堤
園
隠
逸
。
江
戸
下
谷
金
杉
に
住
す
。
著

述
多
し
。
文
化
九
年
五
月
十
八
日
没
。
「
新
編
」
二
七
七
九
に
あ
り
。
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羽
桂
華
蔵
書
（
望
月
三
英
）

官
医
望
月
三
英
、
名
乗
、
字
君
彦
、
号
鹿
門
山
人
。

朧
雲
櫃
看

訂
島
家
蔵
印

－一＝一一二一一 ▲二二一二ﾆー

１

１

八
丁
堀
島
喜
太
郎
。
与
力
衆
。

島
記

印
＝一一テ 一一 二一 ,･ざ- ,』 』ー

訓
養
安
院
蔵
書
越
知
氏
（
越
知
雲
夢
）

官

溌
文

（
マ
マ
）

医
真
名
瀬
容
安
院
。

｜
ト

－

享
保
年
中
、
侭
係
門
人
。

門
●, ■ マ ニ ロ

簔轟

蕊
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卓
1

吟

《
注

I －1

路
下
村
蔵

鬮

‐■ｐＩＩ
ｒ，，１一

根
岸
、
下
村
長
門
守
。
日
光
御
門
主
附
人
。
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銘
畳
翠
間
房

信
州
上
田
人
、
土
屋
善
右
衛
門
、
名
光
潔
、
字
廉
夫
。

別
口
芸
斎
（
近
藤
業
軒
）

近
藤
大
作
。

自
画
肝
‐
Ｐ
ト
ロ
ー
０

」輩
潔
察

別
松
屋
（
小
山
田
与
清
）

＝

I
唾i

松
屋
、
高
田
与
清
。
小
山
田
与
清
の
伝
、
「
新
編
」
六
三
三
に
在
り
。

；
酵 五

32

横
川

景
三
（
横
川
）

相
国
寺
景
三
、
字
横
川
、
名
小
補
。
明
応
二
年
十
一
月
廿
七
日
寂
。
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37

封
可
翁
（
可
翁
）

南
禅
寺
可
翁
宗
然
。
能
画
。
貞
和
元
年
四
月
廿
五
日
寂
。

弱
本
所
宰
府
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天
神
社
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歌
衆
の
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壺
室
蔵
書
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古
屋
昔
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）

古
屋
十
二
郎
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塞
琴
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垂
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邪
翠
岩
（
翠
巌
）

京
兆
大
徳
、
翠
巌
宗
眠
禅
師
。
江
月
の
法
嗣
。
寛
文
四
年
甲
辰
七
月

廿
三
日
寂
。

繍
爾
Ｉ

仙
偏
ｊ
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岨
杉
浦
文
庫

本
郷
杉
浦
蔵
之
丞
。
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弱
酉
山
堂
（
酉
山
堂
）

’

側
東
都
書
林
。
保
次
郎
、
名
保
人
。
文
政
の
頃
。

繭
寺 ア亜二

岨
山
岡
文
庫
（
山
岡
明
阿
）

一三二 一一

山
岡
佐
次
右
衛
門
明
阿
弥
。

仙
妙
解
文
庫
（
東
海
寺
妙
解
院
）

鉾
I司

K2･←ヨ

’品
川
東
海
寺
塔
中
妙
解
庵
。
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妬
不
忍
文
庫
（
屋
代
弘
賢
）

I章1重予言
、．

Ｉ

－

屋
代
太
郎
、
名
弘
賢
、
号
輪
池
。
「
新
編
」
二
七
○
三
に
あ
り
。

一

本
所
辺
の
旗
本
衆
。

鰯
ｰ
陵

司
I

弓

娼
中
山
文
庫

妬
日
下
部
文
庫
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御
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筆
日
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鞘
和
学
講
談
所
（
和
学
講
談
所
）
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Ⅱ
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も
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凸
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一

塙
検
校
保
己
一
・
伝
、
「
新
編
」
二
一
○
七
に
在
り
。
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岬
間
鐘
斎
之
蔵
書
（
木
村
梅
年
）

I

マー

巻
首
に
載
す
る
所
、
木
村
十
助
蔵
書
印
。
「
浅
草
文
庫
」
同
人
。
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別
桂
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桂
川
甫
周
）
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川
甫
周
。
伝
、
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新
編
」
七
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六
に
在
り
。
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佐
伯
文
庫
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毛
利
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標
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弱
岡
田
家
蔵
（
岡
田
新
川
）

鰯

ｒ
Ｌ

一 一ーー

尾
州
、
岡
田
挺
之
。

＝』 ． ’:？ :罰、
－J

刷
永
根
氏
家
蔵
印

永
根
舷
、
号
伍
石
。
弘
前
人
○
仕
姫
路
侯
。
天
保
九
年
戊
戌
七
月
没
。

別
多
紀
氏
蔵
書
印
（
多
紀

元
徳
）

多
紀
安
元
蔵
書
印
。
藍
渓
。
姓
丹
波
、
名
元
徳
、
称
永
寿
院
。

駆
善
庵
三
十
年
精
力
所
聚
楽
我
小
室
珍
蔵

（
朝
川
善
庵
）

極
拳
灸
画朝

川
善
庵
。
伝
、

「
新
編
」
三
九
に
あ
り
。
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印
盛
方
院
蔵
書
印
盛
方
院
（
吉
田
盛
方
院
）

薬
研
堀
、
吉
田
盛
方
院
。
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すニウ

目
廟

卜 1
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一 弓
ー

開
聿
修
堂
（
多
紀

、

元
簡
）

参
蓑
Ｉ

、
査
己
■
〃
■
■
■
Ｕ
●
・
Ｂ
ｐ
Ｑ
ｐ
“
毎
つ
■
■
ｐ
ｐ
ｑ
ロ
ロ
ロ
●
で
唇
〃
。
；
少
■
ゲ
■
で
■
■
■
百
壱
■
ロ
■
■
■
■
》

“ノ少q Q bや

男
、
名
元
簡
、
字
廉
夫
、
初
号
桂
山
、
又
櫟
窓
と
云
。
東
都
医
学
館

を
預
る
。
右
二
人
の
伝
、
「
新
編
」
一
五
一
五
に
あ
り
。

認
容
斎
蔵
（
東
条
琴
台
）
●東

条
琴
台
。
伝
、
「
新
編
」
一
七
四
○
に
在
り
。

弱
繕
生
室
架
蔵
記
（
桂
川
甫
周
）
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前
に
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帥
景
雲
館
図
書
記
（
半
井
卜
養
）

■
団
か
も
■
ｑ
則

曇
寵
陰
丈

半
井
大
和
守
卜
養
。
伝
、
「
新
編
」
一
九
四
○
に
あ
り
。

弱
竹
内
氏
蔵
書
記
（
竹
内
玄
同
）市

谷
の
近
所
、
医
官
竹
内
氏
。
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■
雨
八
四
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や
■
■
、
唾
呵
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判
佃
豆
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刷
幽
藺
台
蔵
書
（
烏
山
藩
大
久
保
家
）

、
ａ
Ｐ
ａ
Ｚ
Ｈ
９
色
９
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１
晶
蕃
昼
？
§
穆
働
ｒ
ｆ
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“
東
光
経
蔵
倉
外
非
出
図
書
之
記
常
随
仏
学

道
子
智
謙

←

；標

I
’

－

浅
草
東
光
院
寺
中
随
仏
子
蔵
書
印
。
歌
学
を
好
み
、

化
中
寂
す
。

風
流
の
人
。
文

重常濁尭
ﾁ随書外
増蜂劉ド
総記塾

I

舵
再
昌
館
蔵
書

－

－－

北
村
季
吟
法
印
の
蔵
書
印
か
、
未
詳
。

曾
1
一一

I

箸

一
一

開
天
勝
館
蔵
書
記
（
伊
東
藍
田
）

藍
田
家
。
東
都
、
東
亀
年
。

L

闘
来
禽
堂
図
書
記
（
沢
田
東
江
）

リ一言_ _一一

江
戸
村
松
町
住
、
沢
田
文
次
郎
、
東
江
、
源
鱗
。
安
永
頃
の
書
家
。

「
新
編
」
二
八
五
に
あ
り
。
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闘
釈
氏
玄
光
（
独
庵
）曹

洞
宗
、
長
崎
、
玄
光
、
号
独
庵
。
著
述
数
品
あ
り
。

㈹
証
月
（
証
月
）

‘々 §.昌

藤

F

〃

週畠
火

東
叡
山
中
護
国
院
第
二
世
。

的
大
原
徳
武
臆

熱
田
権
禰
宜
、
元
文
年
間
。

研
龍
谷
山
（
西
本
願
寺
）

京
都
、
西
本
願
寺
。
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Ⅶ
詞
華
堂
（
細
井
貞
雄
）

1

細
井
貞
雄
。
伝
、
「
新
編
」
二
三
六
二
に
あ
り
。
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鼎
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印
（
山
井
重
鼎
）
霞
え

印雪

本
姓
は
山
井
、
名
は
鼎
、
字
は
君
舞
、
号
は
毘
術
。
祖
侠
の
門
人
。

紀
藩
の
普
室
と
な
る
。
『
七
経
孟
子
考
文
』
を
著
す
。
享
保
頃
。
通

称
善
六
、
大
神
重
鼎
。

畦

『一 一 弓

座
堅

門
諸
葛
蕊
印
髪
髪
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諸
葛
琴
台
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蔭
え
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郎
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字
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新
編
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り
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Ｒ
ｐ
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、
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、
亀
田
梓
印
木
王
氏
（
亀
田
鵬
斎
）

秘
雰
番
諺
え

４

亀
田
文
左
衛
門
男
、
亀
田
三
蔵
、
号
鵬
斎
。
又
「
善
身
堂
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の
印
あ

り
。
後
に
出
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伝
、
「
新
編
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九
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に
在
り
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写
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乃
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５
口
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利
間
鈴
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蔵
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浅
草
阿
部
川
町
に
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御
家
人
衆
。
長
崎
手
付
を
勤
め
、
多
く
書

籍
を
取
扱
ふ
。
文
政
五
年
正
月
没
、
五
十
有
余
歳
。

一
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77

藍
田
（
伊
東
藍
田
）

東
亀
年
。
前
に
出
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善
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５
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８

前
に
出
づ
。
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二
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沼
春
木
文
庫
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春
木
家
）

伊
勢
の
神
一
考
将
軍
家
の
御
師
、
春
木
太
夫
の
蔵
書
印
。



361

別
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光
彦
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迷
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編
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四
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門
久
世
氏
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庫
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散
太
夫
安
芸
守
久
世
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広
孝
蔵
書
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世
広
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吋
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社
久
文
簡
処
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敬
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夫
瑛
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篭
簿
麿
轟
箸

帥
根
津
文
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森
尹
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根
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森
伝
右
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蔵
印
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御
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御
右
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。
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て
、
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蔭
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と
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